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　小矢部市における安全・安心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりの推進 1

平成28年度　～　平成32年度　（5年間） 小矢部市

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 H31 H32 策定状況

合計 332

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 策定状況

合計 0

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計 0

番号 備考

社会資本総合整備計画
平成30年1月31日

計画の名称 変更回数 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

小矢部市の都市公園は憩いとうるおいの提供を目標に整備を進めてきたところであり、これまでもレクリエーションに利用されるなど、市民に安全・安心でうるおいとやすらぎのある環境を提供してきた。しかしながら、施設の老朽化が進んできていることから、小矢部
市公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の計画的な改築・更新を実施するとともに、公園施設維持に係るトータルコストの低減化・平準化を図り、安全・安心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりを推進する。

要素となる事業名

　　計画の成果目標（定量的指標）

・小矢部市内の都市公園における健全な公園施設（遊具等）の割合を77％から88％にする。
・小矢部市内の長寿命化計画策定済み公園の割合を65％から71％にする。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H28当初） （H30末） （H32末）

健全な公園施設の割合（％）
  ＝（健全な公園施設）/（全体公園施設数）

77% 84% 88%

長寿命化計画策定済み公園の割合（％）
  ＝（長寿命化計画策定済み公園数）/（長寿命化計画策定対象公園数）

65% 71% 71%

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比 備考
（事業箇所）

0 百万円
効果促進事業費の割合

0.00%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

0 百万円 Ｃ 0 百万円 Ｄ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
332 百万円 Ａ 332 百万円 Ｂ

事業者

長寿命化対策：330

長寿命化計画策定（1公園） 長寿命化計画策定：2
小矢部市都市公園安全・安心対策事業

長寿命化対策（12公園）
小矢部市 332 策定済1-A-1 公園 一般 小矢部市 直接 小矢部市

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比 備考

備考

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

備考

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
備考

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２８年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

H28 H29 H30 H31(R1) H32(R2)

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 0

配分額
（a）

24 18 22 14 10.5

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 0 0

交付額
（c=a+b）

24 18 22 14 10.5

翌年度繰越額
（f）

0 0 0 0 0

支払済額
（e）

24 18 22 14 10.5

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

－ － － － －

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%



交付対象 小矢部市

（参考図面）
計画名称 小矢部市における安全・安心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりの推進
計画期間 平成28年度～平成32年度（５年間）

①

②

③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

1-A-1
小矢部市都市公園安全・安心対策事業

（長寿命化対策）

①城山公園

②小矢部運動公園

③小矢部河川公園

④第１児童公園

⑤第２児童公園

⑥第３児童公園

⑦稲葉山公園

⑧なかよし児童公園

⑨寄島公園

⑩津沢ふれあい公園

⑪水牧ふれあい広場公園

⑫駅南第二区画１号公園

（長寿命化計画策定）

⑫駅南第二区画１号公園

⑫



平成30年1月31日

事業主体：小矢部市

計画の名称

計画期間

計画の目標

定量的指標

全体事業費

項目 評価細目
判定
○or×

説明欄

①関連する上位計画等と整合
性が確保されている

○
第６次小矢部市総合計画、小矢部市都市
計画マスタープランとの整合性が図ってい
る。

②地域の課題に適切に対応
する目標となっている

○
公園施設の安全で快適な利用を確保する
ための目標となっている。

①整備計画の目標と定量的指
標の整合性が確保されている

○
整備計画の目標に合わせた定量的指標と
なっている。

②定量的指標がわかりやすい
ものとなっている

○
わかりやすさに配慮した指標となってい
る。

③目標と事業内容の整合性が
確保されている

○
目標達成に必要な事業を要素事業として
位置づけており、整合性を確保している。

④中間評価・事後評価時の検
証可能な指標となっている

○
単純明解な指標であり、中間・事後評価を
実施できる。

⑤十分な事業効果が得られる
計画となっているか

○
目標達成に必要な事業を要素事業として
位置づけており、事業効果が得られる計画
となっている。

①計画の具体性など、事業の
熟度が高い

○
都市公園長寿命化計画に基づき、円滑に
事業を実施できる環境が整っている。

②計画について住民等との間
で合意が形成されている

○
施設等の補修・更新については、地元との
合意又は理解を得られている。

事業を実施 ○ 全項目に○印が付いているもの

計画の見直し １項目でも×印が付いているもの

社会資本総合整備計画　事前評価書

計
画
の
概
要

小矢部市における安全・安心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりの推進

平成28年度～平成32年度（５年間）

　小矢部市公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の計画的な改築・更新を実施
するとともに、公園施設維持に係るトータルコストの低減化・平準化を図り、安全・安
心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりを推進する。

・小矢部市内の都市公園における健全な公園施設（遊具等）の割合を77％から88％
にする。
・小矢部市内の長寿命化計画策定済み公園の割合を65％から71％にする。

332百万円

評
価

目標の妥当性

計画の効果・
効率性

計画の実現
可能性

評価結果



令和4年3月31日

　 小矢部市における安全・安心でうるおいとやすらぎのあるまちづくりの推進

平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 小矢部市

事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

令和４年３月

小矢部市産業建設部都市建設課 公表の方法

小矢部市ホームページ

1.交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2

合計 184

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号

2.事業効果の発現状況、目標値の達成状況

3.特記事項（今後の方針等）

百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
0.00%

最終実績値

最終実績値

備考

備考

事　後　評　価

71%

（延長・面積等）
番号 事業者 要素となる事業名

事業内容
市町村名

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

一体的に実施することにより期待される効果

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①（健全な公
園施設数）

最終目標値 88%
目標値と実績値
に差が出た要因

80%

指標②（長寿命化
計画策定済み公園
数）

最終目標値 71%
目標値と実績値
に差が出た要因

　－

　－

・長寿命化計画を策定することにより、安全・安心性の確保に向けた維持管理計画が策定できた。
・公園施設長寿命化対策支援事業を実施した結果、危険性のある遊具が減少し、安全・安心性が確保された。

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
備考

百万円 Ｂ

事業者

長寿命化対策：183
長寿命化計画策定（1公園） 長寿命化計画策定：1

小矢部市都市公園安全・安心対策事業
長寿命化対策（12公園）

小矢部市 1841-A-1 公園 一般 小矢部市 直接 小矢部市

社会資本総合整備計画　事後評価書

限られた予算の中で複数の公園施設の維持管理が必要であったため。

要素となる事業名

・小矢部市内の都市公園における健全な公園施設（遊具等）の割合を77％から88％にする。
・小矢部市内の長寿命化計画策定済み公園の割合を65％から71％にする。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H28当初） （H30末） （R2末）

健全な公園施設の割合（％）
  ＝（健全な公園施設）/（全体公園施設数）

77% 84% 88%

長寿命化計画策定済み公園の割合（％）
  ＝（長寿命化計画策定済み公園数）/（長寿命化計画策定対象公園数）

65% 71% 71%

市町村名
全体事業費
（百万円）

引き続き、公園施設長寿命化計画に基づき安全対策の強化及び改築・更新費用の削減を図り、安全・安心でうるおいと安らぎのあるまちづくりの推進に努める。

　　計画の成果目標（定量的指標）

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

小矢部市の都市公園は憩いとうるおいの提供を目標に整備を進めてきたところであり、これまでもレクリエーションに利用されるなど、市民に安全・安心でうるおいとやすらぎのある環境を提供してきた。しかしながら、施設の老
朽化が進んできていることから、小矢部市公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の計画的な改築・更新を実施するとともに、公園施設維持に係るトータルコストの低減化・平準化を図り、安全・安心でうるおいとやすらぎのある
まちづくりを推進する。

備考
（事業箇所）

0

交付対象事業

0 百万円 Ｃ 0 百万円 Ｄ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋
Ｄ）

184 百万円 Ａ 184


